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1. 背景・目的 

開発者が作成したプログラムのパフォーマン

スを向上させるためには，まずプログラム上の

冗長である処理や効率の悪い処理を発見するこ

とが必要である．これらの処理を発見するため

の手段としてプロファイラと呼ばれるツールが

用いられる．プロファイラによる測定結果は，

検証対象のプログラミング言語の文法や構造に

適し，開発者に理解しやすい提示方法が求めら

れる． 

本研究では，日本語プログラミング言語プロ

デル[1]において日本語のような表現で記述するプ

ログラミング言語の特徴に適した測定結果の可

視化方法を提案することを目的とする． 

2. プロファイラ 

プロファイラとは，プログラムの性能解析

ツールの一つである．実行中のプログラムの

動作を監視して関数呼び出しの頻度や実行時

間などを測定する．プログラマはその測定結

果を分析することで，プログラム内のボトル

ネックとなっている箇所を見つける手がかり

とすることができる．また，プロファイラは

VisualStudio[2]のプロファイリングツール[3]な

どのように開発環境の機能として提供されて

いることが多い． 

 
図 1 VisualStudio2013内のプロファイラ 

 

 

 

 

3. 日本語プログラミング言語「プロデル」 

プロデルは，ゆうと氏により開発されている

オブジェクト指向を導入したインタプリタ型言

語である．プロデルでは，日本語の文章に近い

形式でプログラム記述を行う．プロデルで記述

されたプログラムの一例を図 2に示す． 

 
図 2 プロデルによるプログラムの一例 

3.1. プロデルにおける型不定変数 

プロデルでは変数宣言をせずに変数を利用す

ることができる．このような変数のことを“型

不定変数”と定義する．型不定変数は任意の変

数型のデータを格納することができる．また，

その変数のスコープ内で異なる変数型のデータ

を格納しなおすことも可能である． 

ソースコードを静的解析する際，特定の命令

文を実行する時点での型不定変数の変数型を特

定することが困難である場合が存在する．この

問題に対応するために，プロデルインタプリタ

はプログラム実行中に型不定変数の変数型を調

査する．この調査により得られた変数型の情報

を利用してプログラムを逐次実行する。 

3.2. プロデルにおけるメソッド呼び出し 

プロデルのメソッド呼び出し文は動詞の前に 0

個以上の補語がつく文としている．補語にはメ

ソッドの引数となる式に助詞がついた実補語と， 

メソッド名の一部分となる形式補語の 2 種類が

存在する．呼び出し文の構文解析の例を図 3 に

示す． 

プロデルの文法の特徴として，図 2 のように

手順呼び出し文の補語を任意の順番で記述する

ことが可能である．この特徴により，呼び出し

文の第一引数にあたる式がそのメソッド呼び出

Aは，「こんにちは」 

Bは，「プロデル」 

 

Aに Bを連結する  //「こんにちはプロデル」を返す 

Bに Aを連結する  //「プロデルこんにちは」を返す 

Bを Aに連結する  //「こんにちはプロデル」を返す 

 

［引数１］に、［引数２］を、連結する手順 

 引数１&引数２で抜ける 
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し文のレシーバであるとは限らない．したがっ

て，メソッド呼び出し文から呼び出すべきメソ

ッドを探索するときには，まずライブラリから

呼び出し文の動詞によってメソッドを絞り込む．

その中から形式補語・実補語に含まれる式のク

ラスと助詞の組が過不足なく一致するようなメ

ソッドを実行する． 

 
図 3 構文規則の適用例 

4. プロデルに適した測定項目 

3章で述べた 

5. プロデルプロファイラ 

プロデルのプログラムに対して性能解析を

行うためのプロファイラ(プロデルプロファイ

ラ)を試作した．プロデルプロファイラはプロ

デルの開発環境であるプロデルデザイナの機

能として実装した． 

 
図 4 プロデルプロファイラ 

5.1. プロデルプロファイラの動作 

 

6. まとめ 
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